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＜４年＞ ５．住みよいくらしをささえる 

 

わたしたちの町では、けんこうで明るい生活をささえ

るために、毎日出るごみの処
し ょ

理や毎日使う水の確保
か く ほ

など

について、どのようにしているのでしょうか。 

（１）ごみと住みよいくらし 

● 家庭からどんなごみが出るのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



● 上市町の家庭からは全体でどのくらいのごみが出

るのでしょう。（各ごみステーションからの収集分） 

              

 

                 ［Ｈ１５年度］ 

わたしたちの体重にすると 1日のごみの量は、 

（１人分の重さ３０kg として） 

 

● ごみステーションにごみを出すときには、どのよう

なことに気をつけたらよいのでしょうか。 

１．必ず、地区ごとに決められた収集日の朝８時までに

決められたステーションに出します。 

２．もえるごみ、もえないごみ、プラスチック製
せ い

容器
よ う き

包装
ほ う そ う

ごみ、資源
し げ ん

ごみは必ず分け、決められた日に出します。

３．ごみは必ず中身の見えるふくろで出します。 

● なぜ、中身の見えるふくろで出さなければならない

のでしょうか。 

１．あきカンやあきビンなどの資源ごみが分別
ぶ ん べ つ

してあ

るか、見やすくすることができます。 

２．ガラスや刃物などの危険物
き け ん ぶ つ

を発見しやすく、収集

作業が安全にできます。 

３．事故や故障
こ し ょ う

の原因になるごみを取りのぞけるので

処理しせつが守られます。 

 

１ 年間ではおよそ５ ５ ０ ０ トン １ 日およそ１ ５ トン 

およそ５ ０ ０ 人分 



町では、係員が受け持ち区域
く い き

を分担
ぶ ん た ん

してごみを集めて

います。１台の収集車を２～３人の係員が担当し、多い

時は、一日に１０台の収集車
しゅう し ゅ う し ゃ

が動いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わたしたちは、みなさんの家から出されたごみを集

めてごみ処理場
し ょ り じ ょ う

へ運んでいます。 

 でも、仕事をしているとこまることがあります。ガ

ラスなどでけがをしたり、スプレー缶で火災になった

りすることがあります。 

 また、雨の日には雨具を着るのでむし暑
あ つ

かったり、

手がすべってごみを落としたりします。ふぶきの日に

はごみが雪でうまったり、足がすべったりします。 

 でも、みなさんから「ごくろうさま」という声を聞

くと,そんな苦労もふきとんでしまいます。 

 これからもわたしたちは「きれいで、住みよい町づ

くり」のためにがんばります。 

ごみを集めて運ぶ係の方の話 



● 集めたごみはどこへ持って行くのでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（富山地区広域圏クリーンセンター資料より） 

 山本
やまもと

最終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

（昭和６１年埋
う

め立
た

て開始） 

 ごみの増加
ぞ う か

で、埋立
う め た て

処分場
しょぶんじょう

がすぐにいっぱいになって

しまわないように、クリーンセンターやリサイクルセン

ターでは、埋
う

め立てる物が少なくなるようさまざまな工

夫をしています。 



〈富山地区広域圏
こ う い き け ん

クリーンセンター〉 

 富山市、滑川市、立山町、

上市町、八尾町、婦中町、大

沢野町、大山町、細入村、山

田村、舟橋村の二市、六町、

三村でお金を出し合って作っ

たクリーンセンターで燃
も

えるごみを燃やしています。 

○ 平成１５年度から、新しいごみ処理
し ょ り

施設
し せ つ

を稼動
か ど う

 

 ごみの処理 ２７０トン／２４時間×３炉 

             計８１０トン／２４時間 
〈富山地区広域圏リサイクルセンター〉 

 粗大
そ だ い

ごみ・不燃
ふ ね ん

ごみ処理施設に加え、平成７年に４つ

のリサイクル施設がつくられました。 

 ・ 粗大・不燃ごみ処理施設 （７５トン／５時間） 

 ・ リサイクルプラザ施設 

 ・ 大型
お お が た

金属類
き ん ぞ く る い

資源化
し げ ん か

施設
し せ つ

  （１０トン／５時間） 

 ・ 缶分
か ん ぶ ん

別
べ つ

施設
し せ つ

       （７.６トン／５時間） 

 ・ ビン選別
せ ん べ つ

施設
し せ つ

      （２３トン／５時間） 

 

 

 

 

 

             〈富山地区広域圏〉 



● 運ばれてきたごみはどうなるのでしょう。 

 クリーンセンターのしくみとはたらき（もえるごみ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ○ 中央制
ちゅうおうせい

御室
ぎょしつ

 

             工場内にあるすべての

運転
う ん て ん

操作
そ う さ

と運転
う ん て ん

状況
じょうきょう

の監視
かん し

を行っています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（富山地区広域圏クリーンセンター資料より） 
 

 

 

 

生ごみの水をよく切って出してほし
いです。燃やしつくすのに時間がかか
り、次のごみが燃やせません。また、
燃料代が増えてしまいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



● プラスチックごみはどうなるのでしょう。 

 ・ 廃
は い

プラスチック 再材料化
さ い ざ い り ょ う か

施設
し せ つ

 

 家庭から分別
ぶ ん べ つ

回収
かいしゅう

されたプラスチック製
せ い

容器
よ う き

包装
ほ う そ う

を

資源
し げ ん

として利用できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 廃
は い

プラスチック 再製品化
さ い せ い ひ ん か

施設
し せ つ

 

  廃プラスチックを再びプラスチック製品にします。 

 

 
 

 

 

 

 

 



(2) くらしをささえる水 

 わたしたちは、学校や家で、たくさんの水を使って

います。水道のしせつもだんだんふえてきています。 

・ 毎日のくらしの中で、水はどのくらい使われてい

るのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ わたしたちが、ひつようなときに水を使うことが

できるのは、どのようなしくみとはたらきによるの

でしょうか。 

 

上市町の給水の移り変わり 
(平成 16 年 上市町役場) 

項目 

年 

上市町 

人 口 

給 水 

人 口 

1 日平均

給 水 量

1人1日平均

給 水 量

昭和51年 24,281 人 12,150 人 1,517 ㎥ 125 ℓ 

昭和56年 24,289 人 16,954 人 2,382 ㎥ 140 ℓ 

昭和60年 24,058 人 20,110 人 2,858 ㎥ 142 ℓ 

昭和61年 24,001 人 20,800 人 2,865 ㎥ 138 ℓ 

昭和62年 23,982 人 21,095 人 3,003 ㎥ 142 ℓ 

昭和63年 23,909 人 21,440 人 2,966 ㎥ 138 ℓ 

平成元年 23,891 人 21,500 人 3,152 ㎥ 147 ℓ 

平成２年 23,789 人 21,700 人 3,457 ㎥ 159 ℓ 

平成３年 23,817 人 22,000 人 3,567 ㎥ 162 ℓ 

平成４年 23,827 人 22,210 人 3,741 ㎥ 168 ℓ 

平成５年 23,855 人 22,250 人 3,912 ㎥ 176 ℓ 

平成６年 23,844 人 22,280 人 4,348 ㎥ 195 ℓ 

平成７年 23,858 人 22,295 人 4,393 ㎥ 197 ℓ 

平成８年 23,889 人 22,360 人 4,353 ㎥ 195 ℓ 

平成９年 23,877 人 22,400 人 4,483 ㎥ 200 ℓ 

平成10年 23,843 人 22,420 人 4,777 ㎥ 213 ℓ 

平成11年 23,845 人 22,425 人 5,028 ㎥ 224 ℓ 

平成12年 23,851 人 19,636 人 5,263 ㎥ 268 ℓ 

平成13年 23,836 人 19,761 人 5,305 ㎥ 268 ℓ 

平成14年 23,690 人 19,601 人 5,496 ㎥ 280 ℓ 

平成15年 23,601 人 19,364 人 5,348 ㎥ 276 ℓ 

一日に使う上水道の水の量 
（平成 16 年 上市町役場） 
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・ 水道の水は、どこから、どのようにして送られて

くるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道をひいている家（平成 16 年 上市町役場） 
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系列2

系列1

簡易水道 

上 水 道 

水道配水区域 

黒川地区 

釈泉寺地区 
折戸地区 

種地区 

須山地区 

大岩地区 

桧谷地区 

大沢地区 

上水道配水区域 

簡易水道配水地区 

眼目配水池 

丸山 
配水池 

水源 



・ 水は、どこで、どのようにして、きれいにされる

のでしょうか。 

  上市町の水道は、地下水（井戸から水中ポンプで

配水池へ水を送る）を水源としています。 

  ※水源となるものを大きく分けると、川に流れている水・ダ

ムの水・地下水から汲
く

み上げた水の 3つに分けられます。 
 

 



・ 水道は、どのような歩みをたどってきたのでしょ

うか。 

1960 年ごろまで 

(昭和 35 年） 

1969 年 8 月 

（昭和 44 年） 

 

1970 年 

（昭和 45 年） 

1971 年 

（昭和 46 年） 

井戸がさかんに使われてい

た。 

集中ごう雨により市がい地

の1500けんの自家用井戸が

かれてしまった。 

水道をひく工事が始まった。 

 

はじめて、上市町に水道の

水が送られた。 

 

・ みなさんの地区には、いつごろ水道の水が送られ

たのでしょうか。 

 ＜水道拡張
かくちょう

事業の経過
けいか

＞ 
 
1970 ～ 1975 年 
(昭和 45 ～50 年） 
 
1976 ～ 1980 年 
(昭和 51 ～55 年） 
 
1981 ～ 1984 年 
(昭和 56 ～59 年） 
 
1985 ～ 1993 年 
(昭和 60 ～平成 5年） 
 
1994 ～ 1998 年 
(平成 6 ～ 10 年） 
 

 

上市、音杉、白萩の一部 

 

相ノ木、宮川、南加積 

 

柿沢、山加積 

 

舘、新屋、女川、神田、横越、和合 

 

滑川市森尻新、舟橋村白岩川右岸 

 



・ 水をかくほするために、人々はどのような努力を

しているでしょうか。 

上市町では、水は浄水場できれいにされ、薬品で

しょうどくしてから、

町の道路の下にうめて

ある配水かんを通って、

一年中休みなくみんな

の家庭に送られていま

す。 

いつでも必要なだけ、

安心して飲める水道の 

水を送るために、多く

の人々が昼も夜も努力しています。これからもおい

しい水が飲めるように自然を守り、水源をよごさな

いで、おいしい水を大切に使うため、みんなで注意

していきましょう。 

 ※大岩地区、種地区、須山地区は配水場よりも高いところに

あるので、配水かんでは水が送れません。地区で水源を求

めて給水していきます。 

 

 

 

 

 

 

じょう水場・丸山 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 水道まめちしき  

☆  水１㎥  ドラムカン（200ℓ）      5本 

        １しょうびん（1.8ℓ）    555本 

        牛乳びん（180cc）    5,555本 

☆  歯をみがくとき、出しっぱなしで使うと 3分間でバケツに２は

い 

☆  ポタリポタリの水でも    1日でバケツ  5はい 

☆  ジャージャー出すと   10分間でバケツ  20はい 



わたしたちは、台所、ふろ、せ

んたく、水せん便所などで、毎日

たくさんの水を使っています。今

までは使った後のよごれた水は、

家のまわりにあるみぞや小川に

流れていました。水の流れがだん

だん悪くなったり、いやなにおい 

 わたしたちの使った水は、どのように処理されている

のでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
がしたり、か・はえがふえたりして、下流にながれてい

くほどひどくなります。 
 町では下水をきれいにし、住みよい町にするために、

となりの立山町や舟橋村と協力し、中新川広域行政事務

組合として下水道や下水処理場の工事を平成２年から行

なってきました。 
 舟橋村に共同でつくられた中新川浄化センターができ、

平成７年３月から一部の地いきの下水処理を行なってい

ます。

生活と自然を守る下水道 

川や海をきれいに しん水をふせぐ 

トイレを水せんか まちをきれいに 

この下水処理場では、一

度使われた水をきれいにし

てから、川や海にもどすし

くみになっています。 

●  下水をしまつしないとどんな

ことが起こるのでしょう。 

中新川浄化センター 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また、黒川や石仏、郷柿沢、久金、神田にも浄化セン

ターを作り、地区ごとに下水処理を行なっています。 
 このように他町村と協力したり、地区の様子に合わせ

たりして、浄化センターを作り、下水処理を行なってい

ます。 

（１市２町組合立、上市町ひえ田地内） 

立山町 

富山市 
上市町 

黒川浄化センター 

 このほか、上市町に

ある富山県えいせい

センター組合では、他

市町（富山市、立山町）

と協力して、えいせい

車でしにょうを運び、

処理しています。 

久金浄化センター 

下水のしくみ 

富山県中部えいせいセンター組合 

富山県中部えいせいセンター組合（しにょう処理場）

石仏浄化センター 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 下水道のしくみはどうなっ

ているのでしょう。 
● 下水処理場では下水をどの

ようにしまつするのでしょ

う。 ゴミを取り除く機械（①の工程）

中新川浄化センターのしくみ

ゴミ

①沈砂池・ポンプ棟
　（ちんさち・ぽんぷとう）

水に溶けないゴミや砂をとりのぞき、
おすいをオキシデーションディッチ
に送ります。

はちまん川

④塩素混和池
　（えんそこんわち）

消毒するための薬を入れて、バイキンを
やっつけてから川へ放流します。

⑤汚泥処理棟
　（おでいしょりとう）
びちゃびちゃの泥の水分をとりのぞいて、
運びやすい泥にしています

おすいを送るポンプ

トラック

脱水機
（水分を取り除く機械）

脱水ケーキ
（水分を取り除いた後の
運びやすい泥）

ベルトコンベアー

泥を送るポンプ

池の中の水をかき回したり、
空気を送るための機械

ゴミを取り除く
機械

げすい管

きれいなうわ水は、④番へ、

下にたまった泥は、⑤番へ
送られます。

③最終沈殿池
　（さいしゅうちんでんち）

おぶつを食べて　
くれる小さな生物

②オキシデーションディッチ
　この池の中には、たくさんの小さな生物がいて、

おすい中の汚れたものを食べて、きれいにしてくれています。

この池の大きさは、
約２，８００m3

この池の大きさ
は、約８７０m3

 

写真出典（中新川広域行政事務組合より）

おぶつを食べてくれる小さな生物（②の工程） 最終沈殿池（③の工程） 



(２) じけんやじこがおきたら 

● 事件や事故からくらしを守るために、けいさつの人

はどんな仕事をしているか調べてみましょう。 

 

 けいさつの人は、どこで、どんなしごとをしているの

でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けいさつの人の仕事 

（「みんなのおまわりさん」より）



 けいさつしょの交通課では、いつも７人の人がけいさ

つしょ内に泊
と

まっています。また、休みでも何人かの人

は、すぐにれんらくがとれるように、いる場所をはっき

りさせておくことになっています。 

 

 上市町にはけいさつしょとは別に、交番が 1 つ、ちゅ

う在所が２つあります。また、山がくけいび隊もありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上市町の交番・ちゅう在所地図 

▣ 
□ 

▢ 

▢ 

□上市警察署 

▣ 上市町交番 
▢ ちゅう在所 

パトロールする 

     けいさつ官 

巡回連絡する 

     けいさつ官 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちゅう在所のほかに、

わたしたちの町のけい

さつしょには、山がく

けいび隊という、特別

部隊があります。 

 登山者の安全を守っ

たり、立山れんぽうで

そうなん者を救助する

ための活動をしたりし

ています。 

 

 

 

 

 

◇ 交番のけいさつの人の話 

 毎日の仕事としては、地区のパトロールや、道案内、

落とし物のほかん、まいごのほごなどがあります。また、

学校へ行って交通安全の話をしたり、交通安全週間など

のときには、みんなの通る横断歩道のところで、交通指

導をしたりすることもあります。 

遭難
そうなん

救助
きゅうじょ

にあたる山がくけいび隊 
（富山県警本部より）



 事故がおきたときの連らくのしくみはどのようになっ

ているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故を知らせるしくみ 

富
山
県
警
本
部
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司
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● 学校のまわりの道路に出て、安全のためのしせつや

交通量を調べてみましょう。 

 

● 人が安心して歩けるような道路には、どのようなし

せつがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おしボタン信号機 

地下歩道橋 

道路の安全しせつ 

カーブミラー 



● 国道や県道などの、大きな道路の安全のために、ど

んな工夫がされているでしょうか。 

● 交通事故がふえてきたわけを調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 交通事故をふせぐために、これからどのような町づ

くりをしていけばよいでしょうか。 

上市町の自動車の台数のぞうか
(交通年鑑・県交通対策協議会）
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上市町の交通事故の件数のうつりかわり
（平成１７年　上市けいさつしょ）
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● 学校の中の消防設備は、どのようになっているか調べて

みましょう。 

● 学校のまわりには、どのような消防施設があるか調べて

みましょう。 

 
 

上市中央分団管内       柿沢分団管内       

町 名 数 町 名 数 町 名 数 町 名 数  町 名 数 町 名 数 町 名 数 町 名 数

東 町 5 神明町 2 上中町 2 錦 町 2  柿 沢 23 舘 15 女 川 5 新 屋 7

西中町 3 新 町 3 熊野町 3 鍵 町 3  防火水槽 2         合 計  50 

南 町 6 森元町 3 石浦町 2 旭 町 8  相ノ木分団管内      

松和町 2 幸 町 2 柳 町 3 西 町 5  上荒又 9 下荒又 2 放士ヶ瀬 5 放士ヶ瀬新 13

栄 町 3 天神町 10 北 島 14 湯上野 15  中開発 3 飯坂新 4 飯 坂 3 青出新 3

上法音寺 2 法音寺 16 横法音寺 17 大 坪 4  中青出 2 下青出 3 上条沖 1 久 金 7

稗 田 42 正 印 17 正印新 3 川原田 2  久金新 5 上経田 11 下経田 11 相ノ木新町 5

三日市 10 上 正 2     合 計  211  新清水 1         合 計  88 

防火水槽 2             宮川分団管内       

弓庄分団管内        森 尻 23 大永田 5 石 仏 6 竹 鼻 6

和 合 13 横 越 11 神 田 13 合 計  37  東江上 6 中江上 7 江 上 7 江 又 7

白萩分団管内        中小泉 7 若 杉 27 若杉新 10 荒 田 4

湯崎野 10 湯神子 11 堤 谷 5 須 山 5  弥 市 1 剱 町 3     合 計  119 

極楽寺 5 眼目新 6 白萩湯上野 3 釈泉寺 3  防火水槽 3            

東 種 7 西 種 7 水 上 2 中 村 2  大岩分団管内       

防火水槽 7         合 計  66  大 岩 10 大 松 5 大松新 2 塩 谷 1

南加積分団管内       防火水槽 5         合 計  18 

広 野 39 郷柿沢 14 広野新 9 広市新 2          

野開発 4 柿沢新 5 田島野 5 斉ノ神新 3          

黒 川 7 野 島 5 片 地 2 眼 目 4          

砂林開 5 松原野 1 三杉町 2             

防火水槽 5         合 計  107          

（２） 火事をふせぐ 

 火事から町民を守るために、町ではいろいろな仕組
し く

みや設
せ つ

備
び

をととのえています。町の消防
し ょ う ぼ う

署
し ょ

は稗
ひ え

田
だ

にあります。町

には８つの消防団がおかれています。 

＜上水道（簡水）消化栓
せん

設備状況＞  （平成16年 8月 1日現在）

合 計 上水道  ６５１  

簡易
か ん い

水道  ４５  
防火水槽

すいそう

  ２４ 



● 火事から人々を守るために、どのような仕事が行われて

いるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

● 消防署の人たちは、火事を早く消すためにどんな工
く

夫
ふう

や

努
ど

力
りょく

をしているでしょうか。 

 

 

 

 

 

  

 

火さいほうちき １１９番 

上市町消防本部しれい室 
舟橋・富山 
滑川・立山

と
な
り
の
町
の 

消
防
署 

消
防
団 

 
サイレン 

きゅうじょくんれん 

水

道

課 

電
力
会
社 

ガ

ス

店

け
い
さ
つ
し
ょ 

び
ょ
う
い
ん

火事現場 

消防署では、火

事になったとき

のことを考えて

消防計画図をつ

くっています。 

無 線



 消防署の人たちは、火事がおきたらすぐ出かけられるよう

に交
こう

代
たい

で昼も夜も勤務
き ん む

をしています。 

火事のおきやすい天気のときは、消防署の人は町をまわっ

て注
ちゅう

意
い

を呼
よ

びかけています。町内でも夜回りをして気をつけ

ています。 

 

 消防団の人たちは、普
ふ

段
だん

は自分の仕事をしていますが、火

事の知らせがあると、すぐ、かけつけることになっています。

また、日を決めて、火事を消す訓練
くんれん

や消防自動車の手入れを

しています。 
  

 

 

 

  

  

＜上市消防署の仕事＞ 

● 火事がおきた場合、消防車が出動して消火活動を行い、

その後に火事の原
げん

因
いん

、損
そん

害
がい

額
がく

、焼
しょう

損
そん

面
めん

積
せき

などを詳
くわ

しく調べ

ます。 

● 急病人や交通事故などでけが人が発生した場合、救急車

が出動して病院まで運びます。 

● ホテルやデパートなどの消防設
せつ

備
び

や消火設備などが正

しく動くか調べたりします。 

● 地
じ

震
しん

や風水害
がい

などの自然災害を防
ぼう

止
し

し、できるだけ被
ひ

害
がい

が小さくなるようにします。 

 

火事を消すことも大切ですが、それよりも大切なことは

火災が発生しないように予防することが本来の仕事です。 

（上市町の消防分
ぶん

団
だん

） 

上市中央分団   弓庄分団   白萩分団    南加積分団 

柿沢分団     相ノ木分団  宮川分団   大岩分団  



● 消火のために、他の市や町とどのように協
きょう

力
りょく

し合って

いるのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 火事を未然に防ぐために、私たちはどのようにすればよ

いでしょうか？ 

  次の表を見てみましょう。ちょっとした不注意が多いよ

うです。普
ふ

段
だん

から火事を起
お

こさないようにすることが大切

です。 
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  建物 車両 林野 その他 合計

平成 6年 5 1    6 

7 年 4   1 1 6 

8 年 8 2  1 11 

9 年 3   1 2 6 

10 年 2    1 3 

11 年 1      1 

12 年 5      5 

13 年 5 1 1   7 

14 年 2 1    3 

15 年 4    1 5 0

2

4

6

8

10

12

平成6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年

過
か

去
こ

１０年間の出火件
けん

数
すう

 （平成 6年～15年 上市町消防署） 

過
か

去
こ

１０年間の出火原
げん

因
いん

 （平成 6年～15年 上市町消防署） 

 



 

 

＜関連リンク＞ 

・ 富山市消防本部  http://www.toyamafire-dept.jp/ 

・ 上市町消防署  http://www.town.kamiichi.toyama.jp/project/1016/83/83_1.html 

・ 富山県経営企画部消防防災課 
               http://www.pref.toyama.jp/sections/1109/fire15/main.html 

 

平成 15 年  

（出火件数２６５件） 

平成 14 年  

（出火件数３１０件） 

平成 13 年  

（２８６件） 

 平成 12 年  

（２５８件） 

 平成 11 年  

（２４９件） 

原 因 
 件

数 

構成

比％ 
原 因 

件

数 

構成

比 % 
原 因 件数 原 因 件数 原 因 件数

①こんろ  

②放 火  

③ストーブ  

④たばこ  

⑤放火の疑い 

⑥電灯配線  

⑦配線器具  

 たき火  

 マッチライター 

２６ 

２０ 

１９ 

１８ 

１２ 

９  

８  

８  

８ 

９．８ 

７．５ 

７．２ 

６．８ 

４．５ 

３．４ 

３．０ 

３．０ 

３．０ 

  

①放 火  

②こんろ  

③たばこ  

④放火の疑い 

⑤ストーブ  

⑥電灯配線  

⑦溶接機  

 火遊び  

 マッチライター 

  

３５ 

３３ 

３０ 

２８ 

２５ 

１３ 

８  

８  

８ 

１１．３

１０．６

９．７

９．０

８．１

４．２

２．６

２．６

２．６

①放 火  

②たばこ  

③ストーブ  

④こんろ  

⑤火入れ  

⑥電灯配線 

⑦たき火  

⑧内燃機関 

  

２９ 

２５ 

２０ 

１８ 

１５ 

１３ 

８ 

７ 

  

①放 火  

②たばこ  

③ストーブ  

④こんろ  

④電灯配線 

⑤排気管  

⑥放火の疑い

   

  

２７  

２６  

１８  

１３  

１３  

９  

７  

   

  

①放 火   

②ストーブ  

③たばこ  

④こんろ  

⑤配線器具 

⑤放火の疑い

⑥火入れ  

⑦電灯配線 

２７ 

２２ 

２１ 

２０ 

１０ 

１０ 

８ 

６ 

過
か

去
こ

５年間の出火件数と原因 （平成１１年～１５年 富山県） 
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志 垣 修 介 （ 上 市町立宮川小学校長） 

出 口 晶 弘 （上市町立相ノ木小学校教諭） 
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谷 川 み の り （上市町立宮川小学校教諭） 
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